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　　ハ
、 1 日中の 波動 ； 菅原氏 の 菠 薐草で の 實驗で は 午後 3 〜6 時が 最喬を示すぎ し 、 SM　tu　and

　 　 　 （s）

G 肌 珥 s の 馬鈴薯葉に 就い て の 實驗で は 午前 10時頃が 最高の 含量が あ る と され て ゐ る 。 本實驗で は

　氣象條件の 影響 をなる 丈少 くする た め、晴天 2 日間連續 し て 行 つ た 。 結果は 第 1 圃に 示 す如 く菅原
「
氏 の 實驗結果に 近い もの とな つ た 。

第 1 圖 　菠薐草の 收穫時聞 とV ．C
’
k 量の 關係
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生産 され る菠 薐草は 、 碎永と共 に籠詰 と し七中 、

t
北満に 楡邊 され 、 叉 市場に 於 て は撒 水する の が 普

通 に 見受け られ る 。 本實驗は 之等 の 處置が V ．C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 2 圖 菠薐草の V £ 含量と貯藏條件 の 關係
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鱆 碇 植 し縫 緞 姨 長 15門 2・・m の 鍵 醐 鯲 て寒 冷 の 聽 齢 は 全 く枯死 。 、 鯲 し

た 白色部か ら生長 を始 め 5月に 至 り抽苔する 。

本實駄 醐 樋 を用ひ た ・ 謝 はne 部潤 鰤 欺 體峡 勘 ら淀 量 を探 り 、．WIJkは 縮
し て 最早食用髄 しない と見 られ る 時期迄行 つ た ． 其騾 睇 3灘 示 す

。 　 　 　 　 ・

第 3 表　 越 冬明水葱 の 春季に 於け る V ．C 含量

調 査 月 日

試　　　　　　　料

重

9

量 1・食部長訓 白

．

颪疑
旧

　 　 　 　 cm 　　　　　　　　　　　cm

26Q3 ．　4．5　　　　29 ．5± 11．0　　　　20．8土 2．5　　　　置1．2士2 ．O
「
　　　　　　 12　　　 59．7士 18．4

　　　、 1gl ・5．2± 2・．6

　　　　26i 　 80．2± 19．3

　 　 　 5．3　　　106 ．3」…19．5

　 　 　 　 ！O　　I　79．5士 　7．2

　　　　
17ig6 ・9± 16・9

40。1土 5．4　　　 17．7± 1．0

44．7士 2嘔7　　　　！6．8士 L4

56．2：ヒ5．2　　　　18◆7 ：辷1．6

58．Q ：」： 1．7　　　　15．6± 0．9

62．4：ヒ7。1　　　　18．6ゴ：1．9

64。8 ：ヒ5．9　　　 20．9ti：5り1

V ・C 　含　：量　　mg −
％

白　 色　 部

ma… 「邂・・C

　 23．0

　 26．9

　 3L6

　 25．置

　 24．6
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「

　 呈9。0
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．519

．619

．415

。511

．6

　 線　 色　 部
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50．780
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．385

．473

．396

．974

，2

39．47LO90
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．888

．368

，監

　 　 　 　 置　 ＝ 　　　 ラ　　　 ・　　　　　　　　　　　　
」

糠 鵬 に 欄 耀 春 姪 り帳 せ ・葉 を刈 り簸 更 に 帳 せ 硬 を・・1耽 もの で あ姉 、 横

驗暇 後迄伽 と る こ とな く纖 した ・ 言式糧 して は 花殿 含まぬ魁 部鸞 ・
輔 眺 観 睇

4 表に 示 す
。

　　　　　　　　　　　　　　第 4 表 　 ・：1 ラ の V ．C 含 量

　　　測 定 月 fi　 4・194 ・265 ・3 　 5・置・ 5．175 ．246 ．2 　 6．9
・

6．16

　　　總 V ・Gmg −
％ 　127 ・81 。2・179 ・・ 97・399 ．292 ．・ 92，5 ．86．3 −1。8．8

　　 XV ・C　
mg ’％ 147・61 。。・・ 78・891 ・886

，
98 ・．59 ・．771 ．385 ．7

　　　　・N 　葉　甘　藍　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　
’
　　 ．　、1 ．・

現 備 洲で は 號 され て 嫉 い が …櫛 匕細 は 襲 鰆 鰈 と して 早春市場に現編 もの T．．． e
の 鰥 駐 考 へ で ftWt・ehn 一 た ・ 著者等峨 励 灘 綱 の それ と眼 つ て 居 り鞭 如 樣で あ

る ・ 秋季結球 艇 鰹 し齦 株 を臨 げ て 葉 を落 し ・2 ・− 3Hua 戸 外鯲 て ma を孅 レ 冬輔

雌 窖内臥 れ 鰊 織 防 ぎ麻 季地 r馳 鰤 した 逾 鵬 に 鮒 鵬 もの で あ る ． 謝 約 1 。 月

後餬 し得 る縦 が 得畝 る 。
・
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　木 實驗で は 、 種子 が來雜 して ゐ tc
’
　S め ． 豫め選 定 して 蜘 だ商一

株か ち毎圃め講料を綵つたb 各

株鱒は 可な り大 き海餬 め蕪が 認 め られ だが 、 含暈 の 多 い 株は 幸に 多い 傾 向 を示 しfe。 結果は第 5

表に示 すσ 　　　　　　　　
・

　　　　　　　　　　　　第 5 表 　欒
’
巨ヤ 藍

1
め 丶孔C 含

』
有 量

1　 （3
’fi　1・2 日 植付）

調査月H 葉 の 重 量

　 　 9

4、16

　 23

　 305

．7

3．8士 1．2

6．3
』
ヨヒ1．9

fO．．5± 2．1

18．Q土 5，7

　 　根

邂 V ．Cmg −
％

223．0± 40 。5

215 。2士 36．8

173．4± 30，4

143 ．1：ヒ30．7

1　（4月 12日楢付）

調査月 日
葉 の 重 量
　　　　 　　　 還 V 。Cm 鍔

一％
　 　 9

5．7

　 142128

　 　 　 　 　 　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　 ロ
11．0± 1．O　　　　　　　ま78．0± 17●8

19．0 ：ヒ5．8　　　！　　　156，0」：26。5
　 　 　 　 　 1

21．7士 3．0　　　　　　163 ．7韭28 ．4

23．2士 3．1　　　　　　　 131，7± 25 ．3

　 　 　 　 Y　 大

　紅水蘿蔔 を用赫 た α 本種は 熊1岳城地 方で は 4 月播 種 、 5 月中旬 よ り出廻る もの で ある 。 試料 は 葉

片は 葉長最大 oS の 弘 根 身は 中 央湖鐘 轍 犬に切取 り用ぴ た 。 　 　 　 　 　 　 　 、

　へ 個體別調査 ； 本種中 に は葉に 缺 刻あ る もの 及び殆 どな き もの が 見 られ る 。 個艦間 の 差と共

に 多少共之等に よ つ て 、系統に 由來す る 含量 の 強が見嵩 され な v ・か と 考 へ て 還 V．C を測定 しtd
’

の

で あるが w 結果は 第 6 表に 示 す通 ウ何等差の 傾向は認 め られ なか つ た 。

　　　　　　　　　 第 6 表 　紅 水蘿蔔の V ℃ 含有量 （2603．5．28）

1

個體別．

　 1

　 2

　 3

　 4

　 5

　 6

　 7

　 8

　 9

　 10

罕 均

　 　 試
一

全 重 量
　 9108

．5112

，5130

．0142

．0144

．5114

．5129

．5130

．0136

．5144

．0130

．2

料

根身重量
　 9
　 73．5

　 77．0

　 90．0

　 84．5

　 88．息

　 77・0 、
　 8LO

　 85．5

　 94．0

　 79．5

　 83．1

試料 1〜2 は葉の 缺刻大 な る もの 。

　 渥 V 。C含量 mg −％
一

葉　片

150 ．9114

．5122

．9100

．793

．993

・9102
，014L2110

，0102

．0113

，2 崗

畢 身

30．932

，
’
425

．528

．6

．33．2

、29 ，
530

。933

．733

．230

．930

，9

ロ
、 貯藏申 の 損失 ； 貯藏温度及 び撒水 の 影響 を知 らん と して 次 の 實驗を行 っ た 。

’

1）低温乾燥區

『
4 ± 05 。C の 氷室内に保 つ 　

’

2 ）低温撒 〜K區　4　± 05 °C の 氷室内に保 ち 、 毎 日 1回 15°C 内外の 水道水中に 浸す。
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3 ）高浬乾燥煽　25° C の 恒温器内に保 つ

4 ） 高源撒水區　25°C の 恒温器内に保 ち ・ 毎 日 1 回 15° C 内外の 水道水 中に浸す
。

結果は 第 3 鬪に示 す通

』
り 、 撒水 した方が V ．C の 損失 の 少い 結果 となつ た 。 此 の 間の 外觀 の 變化

　　　　　第 3圖　紅水蘿葡の 貯藏 と V ．C 含量の 關係　　　　を見 袴
に ・ 高源で は兩區共外葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よ り黄變腐敗 し 、 5 日後 に は芯
　　 200
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部 の み黄緑色を保 っ て ゐ．た に遏

　　　　　　　 　 　 　 　 　 geなか つ k 。 （從 つ て 試 料崎腐
　 　　 　　　 　 t

’

葉

Hr ．ノOO

中
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中

　 6e
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＼

丶

　

丶

丶

＼

丶
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ー

〈 厂
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グ

「
　

　
」

こ

　
　

　
墜
こ

　
’

　

’
　

＝、

　
　〆

ミ

　
　

’
ミ

　
　

’

智（’’’’

」〜 、
　　0　　 〜　　 　 」

’
　 0　　 2

ら
　　　　　　 貯　　蔵

’
日　 數

灘 1｝・・… 1｝・一 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 αの

　

　　　　　　　　　5

　敗 しな い な る べ く外側の 葉か ら

　 とつ た もの で 嚴密に は 正 しい比

　較は 禺峯す 、 測定値は や S 高い

　値 を示 し て ゐ る 筈で あ る 。 菠薐

　草葉序の項參照）然 る に 低澄煽

　で は 少 く共色 の 變化は 認 め られ

　なか つ た o 叉鬆入
・
は 6 月 4 圓 に

　調査 した個體 に は殆 ど認め られ

・なカ、つ た thi’6 月 9 日 （5 日員守藏

　後の 品 ）調査 した結果 は 、低源

　く 低 乾く高濕く 高乾の順右 、 萵

　低爾區の 間に は 判然差が 認め ら
　　　　　　　の

　れ た。
6 月 16日 の 試料 に は 若干

　鬆 の 認め られ た もの が あっ たが

　．5 日聞り貯藏後に 現 れ た傾向は
』

前回 の場合 と同樣 で あ つ た 。 稻川氏等は 冬季貯藏大根 の 鬆 入 に つ き研 究 を行ひ 、 收攀後約 1 ヶ 月に

して 現れ爾後は 著 し く進 まない
。 5（1 ・v6

° C に貯藏す る 場合澀度の 影響は 少い と報告 され て ゐる

が 、 此 の 間に更に 濕度條件 を考慮するな らば鬆 入蜀箏に 多 少 共役立 つ 結果が得 られ る の で な い か と

の 印象 を與へ て ゐる 。

　　　　、1 蕪　　　菁

金 町小蕪を用 ぴ た 。 6月 9 周及 び 16日 に 調査せ る結果 は 次め通 りで あ つ た 。

　　　　　調査月 ，　　 一 L 　　 尸 塑 鯉
へ

　 　　 　　　 　 縄 V ．C

6．96

．16　　　　　　　　　188．4

邇 V ・C　　　　　縄 V ，C 　　　　還 V ．　C
144．1　　　　　　　

’
　　　　　　　　　　　　　　32．4

17762　　　　　、　　　　　45．0　　　　　　　　　41．5
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第 4 圖 　金 町 小蕪貯藏中 の V ．C 含

　　　　量 の 變化
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　　 共後大 根 と同樣 の 貯藏試驗を 行 っ た結果 は 噛第 4　ew　tC

　 示 す通 b 、大根 の 場合 と略同樣 の結果が 得 られた 。 外觀

　 の 變化 も大根の 場合 と略同様で あ つ た 。

　　　　　 租　 白　　 i

　　 大 青苗種を供試 し Xc　o
’
茲に 供試 した もの は 早春 播種し

　 て 本葉 2卍 3 枚の頃よ り市場に出す もの 、

一
所謂小白楽

　 中白漿一で ある 。 結果 は次 に 示 す 。

　　 調査月 日　　　邂V．　C 坤 ％　　　　　備　　　考　　　　　馳

　　　 5．12　　　　　　　122．1　　　　　　　本　　　葉　　2〜 3枝

　　　　ガ　　　　　　　　　　80。9　　　　　　　　最大葉長　　15”vCOchi

g

　　　　　 vr 可 食 野 草

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11｝

　 本實驗供 試材料の 性朕に 就い て は 、岩垂 氏等 によつ τ詔
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c12・Is）
　 逋され て ゐ る もの が 多 く、 齋藤氏等 に よ っ て

、 飼料學的

　 見地 か ら檢討 （V ．C も含め て） されて ゐ る もの も少 くな

　 、，． 叉 三輪鏃 曙 田癖 戳 っ ℃ v ℃ 資源とし て檢

　 討が 加 へ られ て ゐ る もの もある 。

　　 茲k記載する野草は 、 春の 蔬粢拂底期 に 於ける満 系住

　 民の 重要な副食物で あ り、就中、ム ラ サ キ ウ

1
マ ゴ ヤ シ （俗

　 に ・レ身 ン
i　 」（は ア ・レ

ソ
レ ・ 一等 と呼ばれ る）及び ・ ピ

　 ル （ヒ メ ＝ ラ）は彼等 の 最 も好 ん で 食する もの で ある 。

之等の 所謂雜草嫁嫩葉を食す る こ とが 多 く 、 ム ラ サ ＋ ウ マ ゴ ヤ シ 及び ノ ビル を除 い た他 の もの は ・

僅 々 數 cm 以 内の もの を食用 に供 す る。 本實驗 の 材料は 實際食用 とする た め に 摘ん だ もの を用 ひ

た D 結果は第 7表に記 す。 　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　 ．

　　　　　　　　　　　　　 第 7 表 　野 草 の V ．C 含 量

野 草 名 晶

1。　 ム ヲ サ キ ウ マ ゴ ヤ シ

　 　 　 　 　 　 　 （ll．13）
2．・ナ　 ホ 　 バ 　 コ

3． ナ
”

；
r ヲ

三
u 」3）

　
．
　　　　　　　　　　 （13）

4．　 7 ウ セ ゾ ノ ア ザ ミ

　 　 　 　 　 　 　 （13）
5．　 タ　 ソ 　 ポ 　 L

鄭　 厶 シ ナ ナ ホ バ コ

V ．C 　含 量  
一％

／

齋 藤 及
　 　 （12レ

渡 邊 氏

　 　 （14）
三 輪 氏

7。8922

．111

，Q6
「8。2

45ー

【

7コ22

r

贋 臥 伊藤
　 　 c15）

及前澤氏

岩 田 及
　 　 （lfi，

千 薬 氏

116

35

56

本 實 驗

総 v ・・ ．1xv・・
．

黜

228 ．9

　 53．0129

．1

　 56．6

、
’
102．8

　 57．9
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　 　 　 　 　 　 （L3｝
ハ 寄

・
セ
．

ウ ナ

ノ　　　　 r．　　　　レ
〆

タ　　ウ　 コ 　　ギ

　 　 　 　 　 　 　 　 （13）
マ ソ シ ウ タ カ サ ゴ サ ウ

　 　 　 　 　 　 （叫
ノ　　　　ビ 　　　　）レ

　 　 　 　 　 　 （］1，13）

ア　　　カ　　 ザ

9．89

4．8

93．66 40 。9

N
　右肩數字 は 冩眞竭載文献

一
文未記載

4

87

葉
覇

r
丿

−
監、

鱇鰡：書

88．4228

．9162
．4347

．2125

。g88

．313
．198

．7ny

　　　 ，　　 考　　　　 寮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヒ

　 本實驗 に 供 し た歳菓は 5種 の 葉茱及 び 2種 の 根榮で あ る 。 但 し此 の 根英 は食 用 に 適 する葉 をイfし

て ゐ る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　
・

葉の V．C 齷 哩 動 蹴 い て は TRE ・SLU ・
，
　MAC ・ 。。d　K講 灘 菅原蜘 灘 職 欄 とせ る

研 究灘 S・ ・丁脚 dG ・m 耳£
’

鴫 騨 蹴 ・・ て 喋 績が あ り藷 講 厭 鱶 。節 哘 つ 鰰
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 rls）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
果 を報告 し た ・ 叉 細 概 は ム逝 葦ら

・ v ・c に つ き實驗 し 噺 芽の 時期に 高い 含髄 示 した が 他 の 時

期 には
一定に 近か つ た と報告 され て ゐ る 。 本實驗 で は 、 生育 と共に減 少 して ゆ く傾 向 が 見られ h 菠

薐草で は或時期に 最 大 を示 し爾後次 第に減少 し 、 葱及 び韮で は波動 す る 傾向が 見 られ る 。 （第 5圖）

大根藪 鷦 葉瞶 驗鋤 く傾 向 の 把齢 困鞭 あ・ 祕 ・
．く鬮 す魂 の で あ ら零凜 肭 鯲

略
v ・c 饑 の 勤 跏 伽 生齬 動 樒 接襴 係あ る もの ・蝋 で ある ・ e卩駄 根轍 び 鰭

葉の 如 く發芽後疏菓 と し て の 熟期迄生 理的 に は 自身の 根 身を肥 大せ し ある といふ 一 貰した 生理 作用

を營む もの は 、 外界 よb の 條 件 に 從 つ て 波動する もの Σ 如 くで あ り。 葉甘藍 及 び 越冬菠薐草 の 如

く、一
旦衰弱 した生 理 機能が復 活 した ヒ生 育の旺 とな る もの は 、 生育 の此 の 重要な轉擬に増 加 を示

すPで ・ 肋 う・か ・
，轟 勵 葉・ v … 縫 ・  齣 ・ ・略

一淀 で ・… 喉 生 成が彙
緑素の 機能 と關係あ る もの で はなか ら うか と記 して ゐ る が 、

V ．C も亦光合成 と重要 な聯關を保 ちつ

S 生育の或相に 寄與 し て ゐ る 如 く考 へ らA
・
しる 。 此の 事は 生酬 ・用 の 不 活薩な貯覊 蹠 の 韻 ゐ變化

が葉の それに 比 し 少 い 點 か ら もさ う 考 へ 得 る所で ある。

之蹄 飜 の ・・c 含量・ 貯鹹 蜘 含臺毘比 し概 ・ ・ 艷 で ある・夥 く・變 質の 勘 な轢 、

で あ る 。 從？ て 收穫後食用迄 、 更に 云 へ ば 淌化吸收迄 Fこ 如何程 の 損先 を招 くか と い ふ 安定性 の 閙題

が あ る・ そ は 次 の 3 段に 分 つ て 都 る こ
・
±が 出來る 。 即 ち L 貯藏或 は輪送喞 ）搬 、 2調 取 よ

る損失 ・ 3・食用後第 吸收迄 の 損失 、 が それ で ある 。 本實驗で 取扱 つ た の は 、 此 の 1．に 觸す る部分

で あ る が 、供 試飜菜 で は低温に 保 ち 、 外觀に 於 て 食用價値を失 ふ 程變 質せ しめ ない な らば 、 VC が

甚 し く惣 れ て ゐ る 拷 へ 秘 要 蹶 い ． 樹 鍛 驗中現 れ た勵 ・順 蔬榮の場審に 硯 られ 越

で あ り講 橘 ・ っ い て も報告 さ れ て 7・る が 、
　 B ・ und ・ th… y 鳳 つ て ＋分読明づ け られ な唯 理 的 な

層加原因が あ る の で 臆 か らうカ
・
。 淵 殿 の 影戳 受け る こ とが根部 の 加 沙 い の 姓 理 欄 硼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

o

告
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第 5 欄 　 春 蔬 蟇 の V℃ 含 有 量

黠

25a

20θ

ビ

ぞ
冫
C
含　 翻
量

mg −％

100

0
，，
rJ

t

b

a 4
　　 　　 　　月

太 線 　 總 V ．C

5
別

細、線 　 邂 V ．C

6

1’
1

さに 關係ある もの 域 n く考 へ られ る 。　　　
・
　　　　　　　　　　　 一

．1
　　　　

’

’ft・eL調理 に よ る手鴃 に つ い て の 研究は ・生食以 外の 乾燥及 冷凍等卿 1エ の 同的 か ら行 尉 し麟 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ヨl）

も少 くな い が
，

極 ぐ關 1系深 い
・一一・

、 二 の 例 を探る と次 の 様で あ る oFLOYD 　and 　FRAps が蕪菁葉を種

々 の 方法で 料理 した 結果で ぱ Rap 三d　cQoking の 場合 15．5〜 ・26．7％ 、
　 Slow　coQking の 場合 23．0〜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2！）

36．5％ の 損失が あ つ た と034 　BURRELL．and 　EBRIGHTが 種 々 の 髞 を用 ひ・て 料理 を作 り共損失 を調
　 　 　 　 tt　 コ　　　　　　　　　　　　 ゴ　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　’

　　　げ　　　　　 ／・
べ た結集と して 詛 す所ぽ 第 8 表の 通 bで あ る。

　以上 の 結果 か ら で は 、 春蔬茱 の V ．C の 調理 に よる損失 は 必す し も塞 きtO とは 誉ッ られな い
。 ，

第 3 の 食 用灘 化 蠍 rよ る掀 聯 ト勵 の ゆ で 本鰍 媚 的 とする郷 食 な） 
、：

斯 く考 へ 來るな ら ば 春ew 及 可 食騨 ・の v ・c 黼 と し て り價値購 禾なも
』

餌 ある ・ 矯 貯藏

蔬肇の 對 策の 一 つ と し て 斯 る春蔬棄 及 び可食野牽め利用を提 言する次第 で ある 。　
・ttt ・

：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
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第 8 表　　調理に よ る V ．C の 擬失 （BuRR肌 L　and 　EBRIGHT）

蔬 名

　

ソ

　

゜

ゾ

ス

　

イ

づ

ア

イ

ラ

バ

カ

ヱ

イス

〃

｝

カ

パ 　 7　 ガ

　 　 ゲ

マ 　 ビ　 冖

　 ヤ 　 サ

　 　 ラ

　 ノレ

ソ 　　 ド

チ 　 ヤ　 F 一

ス

ソ

ソ

イ

ソ 　（刻 ）

ナ

ウ

ド　（葉）

　 （莖）

｝

ラ

調 理 前 含 量

　　 mg ／9

調 理 に よ る 損 失 ％

マ

プ

0．830

．4550

．2971

．6251

．1160

．2550

．2140

．355

，0・0750

．361

．2！4

調 理 しf：水 准

棄 て アこ場合

26 ．526

．742

．26L770

．046

。743

，！

67．858

．271

．748

．1

i　　 調埋τ乗水 SIE
「．＿ 塑 ⊆ゐ 揚合

15。012

．517

．545

，355

．514

．921

．647

．344

．840

．635

．？

　　　　　　　要 ・　　　 旨

　熊岳城産春饒菓 7種及び 可 食野草12種に つ き V ．C 含量を調査 し た。

鍛 草 ・ 葉 瞭 ・ 轍 び韮に つ い て は ． 室 と し て生育中の 變動を調査 した ． 薐 草で は麟 期囎

加が 認 め られ ・葉 驪 で は 芽 の 生長 と共に描 鹹 少 レ 鰍 一 ラ で 鱠 量 の 變イ匕眇 か つ た 。 特

に葱 の 白色部 の 遐元型含量は 一定に 近か つ た 。

灘 草汰 根及 礫 菁に つ い て は貯鶸 度灘 顯 の 影響に つ い て 嬪 驗 した 。 4 ・− 5 ・ C で撒

水す る 恢 は 郷 撚 申 鰥 つ ならば 、
5 暾 糊 嫡 鮮に 保 たれ V ．C の 搬 も少か つ た ．

　asva
vaよ る 搬 力欄 眦 し谿 の 大 なの は 生理 作用 の 藤 欄 係が あ る撒 考 へ ら、t・る。

供誌 麟 及 ’喰 騨 賄 れ も・・v ．c 　va富む を以 て
、 冬 季貯藏對策の 鋤 と して 之等囎 産胴

るべ き こ とを提言 し た 。

t 本資驗材料 は 當 楊園霎科松 国徳雄氏の 好意 に ょZ もの が多 い こミ な 附詑 して 氏 に謝意た 表 す る 次 第 で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （園藝化學箕瞼室報告15）
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